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全国学力・学習状況調査の結果の概要

平成26年度

1 正答率

2 推移

①合計平均正答率

（H24～H26）

Ｈ24比

小学校 ＋4.７ P

中学校 ＋1.6 P

全国比

小学校 －0.6 P

中学校 －0.5 P

全国比 小 ＋１ P

中 ＋２ P

を目指す

②正答率40％以下

児童生徒の割合

（H24～H26）

③標準化得点

（H24～H26）

3 プランの達成率

全国平均正答率との差の推移グラフ

＜小学校＞＜小学校＞＜小学校＞＜小学校＞ ＜中学校＞＜中学校＞＜中学校＞＜中学校＞

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

国語A 98 99 99 国語A 99 101 100

国語B 98 99 100 国語B 99 100 100

算数A 96 99 99 数学A 98 100 100

算数B 97 100 100 数学B 98 99 99

４科目平均 97.3 99.3 99.5 ４科目平均 98.5 100 99.8

＜小学校＞ ＜中学校＞

総社市 岡山県 全国 総社市 岡山県 全国

国語A 71.9 71.4 72.9 国語A 79.5 78.2 79.4

国語B 55.9 54.5 55.5 国語B 49.6 48.1 51.0

算数A 76.9 77.8 78.1 数学A 67.5 65.4 67.4

算数B 57.6 56.6 58.2 数学B 59.1 55.9 59.8

４科目平均 65.6 65.1 66.2 ４科目平均 63.9 61.9 64.4

＜中学校＞＜小学校＞

総社市の平均正答率

＜小学校＞＜小学校＞＜小学校＞＜小学校＞ ＜中学校＞＜中学校＞＜中学校＞＜中学校＞

正答率40％以下児童生徒の割合の推移グラフ

総社市の標準化得点の推移

★小学校では、平均正答率の差が平成24年度の全国比－5.5ポイントから平成26年度の全国比

－0.6ポイントまで縮まった。中学校でも、平成25年度よりは下回ったものの改善傾向にある。
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Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

H26 小学校 19.0％

中学校 21.5％

15％以下を目指す

★小学校の国語Ｂで全国を上回った。輝きプランにより言語活動の充実

が図られつつあり、Ｂ問題の正答率の伸びは評価できる。

★「全国の平均正答率を上回る」という目標については、小学校の国語Ｂで達成できたが、中

学校の国語Ｂでは達成率97％であり、全教科の平均正答率では達成率99％である。

★「Ｈ26の標準化得点100以上」という目標については、小学校の国語Ｂ・算数Ｂ、中学校の

国語Ａ・Ｂ、数学Ａにおいて達成できた。平成27年度の101以上に向けて、小学校においては

基礎に、中学校では数学の活用に力点を入れて指導する必要がある。

H26 小学校 99.5

中学校 99.8

H26 100以上を目指す

0.0

10.0

20.0

30.0

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

（％）
（％）

（％） （％）
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小学校国語 Ａ問題

平成26年度全国学力・学習状況調査

結果報告

1 正答率

2 正答数分布

3 領域・観点・

問題形式別

4 特に課題で

あった設問

5 課題と方針

全国比

平均正答率 －1.0 Ｐ

無回答率 －0.6 Ｐ

全国比

中央値 －１ Ｐ

正答率40％以下

10.3％⇒ ＋0.4 Ｐ

★平均正答率は 71.9％であり、話す・聞く能力は全国を上回っているが、言語事項にやや課題

が見られる。

全国

岡山県

総社市

正答率 誤答率 無回答率

0

5

10

15

20

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

正答数

割

合

総社市 全国

★故事成語の使い方として適切なものを選

択する問題において正答率全国比－7.5％、

情景描写を正しく理解し適切なものを選択

する問題においても－3.2％と、言語事項

の項目で課題が見られた。漢字の読み書き

においても、正答率全国比4.3～3.5％下回

る設問がある。

既習事項を繰り返し確認する小テスト等を

各校で実施し定着を図る必要がある。

★話合いの観点に基づいて情報を関係付け

る項目で、正答率全国比＋2.8％と協同学

習の取組の効果が表れており、継続的・効

果的に協同学習を取り入れたい。

45.7% （－4.2 P） 48.2% （－7.5 P）

正答率（全国比）

★★★★正答数正答数正答数正答数

総社市は11問の割合

が最も多い。

上位層の薄さが課

題。

★★★★特特特特によかったによかったによかったによかった観点観点観点観点

話す・聞く能力

75.2％（＋2.8Ｐ）

★★★★課題課題課題課題のあるのあるのあるのある観点観点観点観点

言語についての知

識・理解・技能

72.2％（－1.5Ｐ）

国語Ａ

レーダーチャート

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

1...
話すこと･聞くこと

書くこと

読むこと

言語事項

話す･聞く能力

書く能力

読む能力

知識･理解

･技能

選択式

短答式

総社市

全国

（％）

（％）

全国平均との差のグラフ

-2 -1 0 1 2

H26

H25

（％）
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国語Ｂ

レーダーチャート

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

1...

話すこと･聞くこと

書くこと

読むこと

言語事項

関心･意欲

･態度

話す･聞く能力

書く能力

読む能力

知識･理解

･技能

選択式

短答式

記述式

総社市

全国

小学校国語 Ｂ問題

平成26年度全国学力・学習状況調査

結果報告

1 正答率

2 正答数分布

3 領域・観点・

問題形式別

4 特に課題で

あった設問

全国

岡山県

総社市

正答率 誤答率 無回答率

全国比

平均正答率 ＋0.4 Ｐ

無回答率 －1.5 Ｐ

全国比

中央値 ±0 Ｐ

正答率40％以下

19.7％⇒－1.2 Ｐ

★平均正答率は 55.9％であり、書く能力等全ての観点において全国を上回っているが、立場を

明確にして質問や意見を述べる記述式の設問においてやや課題が見られる。

★目的に応じ話合いの観点を整理して書く

問題において正答率全国比＋3.9％、二つ

の詩を比べて読み自分の考えを書く記述式

の問題においても＋4.7％と、書く領域に

おいて言語活動を充実させる協同学習の取

組の成果が見られた。

★整理したり関係付けたりしながらまとめ

て書くといった記述式の正答率は35.2％と、

全国を上回ったとは言え依然低いため、「授業

アイディア例（H26版）」を参考に文と文をつなぐ

方法を考え二文を一文にして書き直す練習や、

単行本の帯を制作する活動など書く能力を身に

付けさせる指導を工夫して行う必要がある。
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正答数

割

合

総社市 全国

★★★★正答数正答数正答数正答数

総社市は6問の割合が

最も多い。

★★★★よかったよかったよかったよかった観点観点観点観点

話す･聞く能力

51.9％（＋0.7P）

書く能力

35.2％（＋0.8P）

★★★★問題形式問題形式問題形式問題形式

短答式だけでなく、

記述式の問題も正答率

が全国を上回った。

5 課題と方針
26.9% （－1.4  P）

短答式

68.6％

（＋0.9P）

記述式

35.2％

（＋0.8P）

正答率（全国比）

（％）

（％）

全国平均との差のグラフ

-3 -2 -1 0 1 2

H26

H25

（％）
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小学校算数 Ａ問題

平成26年度全国学力・学習状況調査

結果報告

1 正答率

2 正答数分布

3 領域・観点・

問題形式別

4 特に課題で

あった設問

全国

岡山県

総社市

正答率 誤答率 無回答率

全国比

平均正答率 －1.2 Ｐ

無回答率 －0.3 Ｐ

全国比

中央値 ±0 Ｐ

正答率40％以下

3.8％⇒－0.2 Ｐ

★平均正答率は 76.9％であり、数量や図形についての知識・理解の観点において全国を下回っ

た。特に、量と測定の領域が全国比－4.7ポイントと課題が見られる。

0
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10

15

20

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

正答数

割

合

総社市 全国

★★★★正答数正答数正答数正答数

総社市は15問の割合が最も

多い。

上位層の薄さが課題。

★★★★よかったよかったよかったよかった領域領域領域領域

数量関係 83.7％ (＋2.4P)

★★★★課題課題課題課題のあるのあるのあるのある領域領域領域領域

量と測定 70.1％ (－4.7P)

図形 69.3％ (－2.5P)

62.7% （－6.7P）

74.9% （－6.2P）

★直方体の体積や見取図の辺や面

のつながりについての問題におい

て全国を大きく下回り、数量や図

形についての知識・理解の観点に

おいて課題が見られた。

★第５学年に学習した内容の理解

に課題が見られたため、学び直し

の機会を設定する必要がある。計

算のドリル学習に加えて、数量関

係や図形の意味を理解し目的に応

じて用いることができるよう定期

的に指導する必要がある。また、

一斉授業の中で上位層の力をさら

に伸ばすよう個に応じた指導が必

要である。

56.9% （－3.9P）

5 課題と方針

正答率（全国比）

算数Ａ

レーダーチャート

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

1...

数と計算

量と測定

図形

数量関係

技能

知識･理解

選択式

短答式

総社市

全国

（％）

（％）

全国平均との差のグラフ

-3 -2 -1 0 1 2

H26

H25

（％）

正答率（全国比）
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小学校算数 Ｂ問題

平成26年度全国学力・学習状況調査

結果報告

1 正答率

2 正答数分布

3 領域・観点・

問題形式別

4 特に課題で

あった設問

全国

岡山県

総社市

正答率 誤答率 無回答率

★平均正答率は 57.6％であり、数学的な考え方の観点において全国を上回ったが、図形の領域

において、全国比－7.3ポイントと大きく下回り、課題が見られる。

全国比

平均正答率 －0.6 Ｐ

無回答率 －0.4 Ｐ

全国比

中央値 ±0 Ｐ

正答率40％以下

30.5％⇒－0.4 Ｐ
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

正答数

割

合

総社市 全国

58.4% （－7.3P）

56.6% （－4.9P）

★★★★正答数正答数正答数正答数

総社市は10問の割合が最

も多い。

上位層の薄さが課題。

★★★★よかったよかったよかったよかった観点観点観点観点

数学的な考え方

48.3％ (＋0.5P)

★★★★課題課題課題課題のあるのあるのあるのある領域領域領域領域

図形 58.4％ (－7.3P)

5 課題と方針

★条件を基に残った平面に四

つの長方形を敷き詰める問題

において全国を大きく下回

り、Ａ問題と同様に図形の領

域に課題が見られた。また、

数量関係をグラフで表すと

き、条件に応じ効果的なグラ

フを選択する問題において課

題が見られた。

★算数的活動を通して、図形

の構成要素や位置関係に着目

して考察したり、グラフを効

果的に活用することのよさに

気付いたりするような、問題

解決的な学習を積極的に取り

入れる必要がある。

正答率（全国比）

算数Ｂ

レーダーチャート
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40.0

60.0

80.0

1...

数と計算

量と測定

図形

数量関係

数学的な考え方

技能

知識･理解

選択式

短答式

記述式

総社市

全国

（％）

（％）

全国平均との差のグラフ
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H26
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（％）

正答率（全国比）
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中学校国語 Ａ問題

平成26年度全国学力・学習状況調査

結果報告

1 正答率

2 正答数分布

3 領域・観点・

問題形式別

4 特に課題で

あった設問

0

5

10

15

20

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32

割割割割

合合合合

正答数正答数正答数正答数

総社市 全国

全国

岡山県

総社市

正答率 誤答率 無回答率

全国比

平均正答率 ＋0.1 Ｐ

無回答率 －0.7 Ｐ

全国比

中央値 ±0 Ｐ

正答率40％以下

4.0％⇒＋0.1 Ｐ

国語Ａ

レーダーチャート

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

1...

話すこと･聞くこと

書くこと

読むこと

言語事項

話す･聞く能力

書く能力

読む能力

知識･理解･技能

選択式

短答式

総社市

全国

5 課題と方針

★登場人物の言動の意味を考え内容を

理解したり、抽象的な概念を表す語句

が示すものについて理解したりする設

問において、全国を大きく下回るな

ど、読む領域において課題が見られ

た。また、伝統的な言語文化と国語の

特質に関する設問の全てにおいて若干

全国を下回り、言語についての知識・

理解・技能の向上を図る必要がある。

★協同学習等により言語活動を充実さ

せた成果として、話す･聞く能力や書く

能力の向上に繋がったと考えられる。

これらの取組を読む能力の向上にも活

用できるよう工夫する必要がある。

★★★★正答数正答数正答数正答数

総社市は28問の割合が

最も多い（全国は29･30

問）。

上位層の薄さが課題。

★★★★よかったよかったよかったよかった観点観点観点観点

話す･聞く能力

73.9％ (＋1.6P)

★★★★課題課題課題課題のあるのあるのあるのある領域領域領域領域

読む能力

80.0％ (－2.9P)

★平均正答率は 79.5％であり、話す・聞く能力は全国を上回っているが、言語事項にやや課題

が見られる。

73.5%

（－5.6P）

73.6%

（－4.6P）

58.4～96.1%

（－3.1～0P）

正答率（全国比）

（％）

（％）

全国平均との差のグラフ

-1.5 -0.5 0.5 1.5 2.5

H26

H25

（％）

正答率（全国比）
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中学校国語 Ｂ問題

平成26年度全国学力・学習状況調査

結果報告

1 正答率

2 正答数分布

3 領域・観点・

問題形式別

4 特に課題で

あった設問

0

5

10

15

20

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

割割割割

合合合合

正答数正答数正答数正答数

総社市 全国

全国

岡山県

総社市

正答率 誤答率 無回答率

全国比

平均正答率 －1.4 Ｐ

無回答率 ＋0.6 Ｐ

全国比

中央値 －1 Ｐ

正答率40％以下

37.9％⇒＋0.1 Ｐ

★平均正答率は 49.6％であり、全領域において全国を下回った。特に、書く能力に課題が見ら

れる。

★★★★正答数正答数正答数正答数

総社市は全国同様６問の

割合が最も多いが、下位

層の割合も多く、二こぶ

になっていることが課

題。

★★★★課題課題課題課題のあるのあるのあるのある領域領域領域領域

全領域において全国を下

回った。

★★★★問題形式問題形式問題形式問題形式

記述式の正答率38.1％と

全国を2.9ポイントも下回

り、書くことに課題があ

る。

5 課題と方針

国語Ｂ

レーダーチャート

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

1...

話すこと･聞くこと

書くこと

読むこと

言語事項

話す･聞く能力

書く能力

読む能力

知識･理解･技能

選択式

短答式

総社市

全国

26.9％ 56.8%

（－1.5P） （－5.1Ｐ）

61.8％ 41.4%

（－5.4P） （－5.1Ｐ）

正答率（全国比）

★複数の資料から必要な情

報を読み取ったり、人物の

言動の意味を考えその姿を

想像したり、根拠を明確に

して自分の考えを書いたり

する設問において全国を大

きく下回り、書く能力や言

語についての知識･理解･技

能において課題が見られ

た。

★資料や文章を読み取り、根拠を明らかにして自分の考えを

書くことを一体的に指導する必要があり、単元ごとに演習を

重ねる必要がある。

（％）

（％）

全国平均との差のグラフ

-2 -1 0 1 2

H26

H25

（％）

正答率（全国比）



9999

0

2

4

6

8

10

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36

正答数正答数正答数正答数

割割割割

合合合合

総社市 全国

中学校数学 Ａ問題

平成26年度全国学力・学習状況調査

結果報告

1 正答率

2 正答数分布

3 領域・観点・

問題形式別

4 特に課題で

あった設問

全国比

平均正答率 ＋0.1 Ｐ

無回答率 －0.7 Ｐ

全国比

中央値 ±0 Ｐ

正答率40％以下

14.2％⇒＋0.1 Ｐ

数学Ａ

レーダーチャート

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

1...

数と式

図形

関数

資料の活用

数学的な技能

知識･理解

選択式

短答式

総社市

全国

★★★★正答数正答数正答数正答数

総社市は32問の割合が最も多

いが、全国は32・33問が最も

多くなっており、上位層の薄

さが課題。

★★★★よかったよかったよかったよかった領域領域領域領域

数と式 78.8％ (＋1.4P)

資料の活用 60.3％ (＋1.3P)

★★★★課題課題課題課題のあるのあるのあるのある領域領域領域領域

図形 65.1％ (－1.3P)

★平均正答率は 67.5％であり、数学的な技能は全国を上回っているが、数量や図形などについ

ての知識･理解にやや課題が見られる。

5 課題と方針

★底面が合同で高さが等し

い円柱と円錐の体積の関係

や連立二元一次方程式の解

が２直線の交点の座標とし

て求められることなど、数

量や図形についての知識・

理解の設問において全国を

大きく下回り、課題が見ら

れた。

★円錐や円柱の体積の関係や円錐の展開図

における扇形の半径と母線の長さとの関係

についての理解が不十分であることから、

振り返りの時間を大切にするとともに、根

拠を明らかにしながら基本的な問題を繰り

返し解く学習を行う必要がある。

30.3％ （－8.4P）

61.8％

（－4.9P）

67.3％

（－3.4P）

正答率（全国比）

（％）

（％）

全国平均との差のグラフ

-2 -1 0 1 2

H26

H25

（％）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

岡山県

総社市

正答率 誤答率 無回答率

正答率（全国比）
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中学校数学 Ｂ問題

平成26年度全国学力・学習状況調査

結果報告

1 正答率

2 正答数分布

3 領域・観点・

問題形式別

4 特に課題で

あった設問

全国比

平均正答率 －0.7 Ｐ

無回答率 －0.1 Ｐ

全国比

中央値 －1 Ｐ

正答率40％以下

30.1％⇒＋0.1 Ｐ

0

5

10

15

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

正答数正答数正答数正答数

割割割割

合合合合

総社市 全国

数学Ｂ

レーダーチャート

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

1...
数と式

図形

関数

資料の活用

数学的な見方や考え

方

知識･理解

選択式

短答式

記述式

総社市

全国

5 課題と方針

★★★★正答数正答数正答数正答数

総社市は13問の割合が最も多い

（全国は12問）が、４～８問も

全国より多い。

★★★★よかったよかったよかったよかった領域領域領域領域

資料の活用 57.3％ (＋1.3P)

★★★★課題課題課題課題のあるのあるのあるのある領域領域領域領域

図形 56.3％ (－2.3P)

★★★★問題形式問題形式問題形式問題形式

記述式の問題の正答率が42.8％

と全国を２ポイントも下回った。

★平均正答率は 59.1％であり、数量や図形などについての知識･理解にやや課題が見られる。無

回答率は、全国よりも0.7ポイントも少なかったが、記述式の問題において課題が残る。

72.5％ （－4.5P）

54.0％ （－6.6P）

27.0％ （－2.9P）

正答率（全国比）

★空間における図形の位置関係を的確

に捉えたり、事象を理想化・単純化し

た結果を数学的に解釈して問題解決の

方法を説明したりする問題において全

国を大きく下回り、Ａ問題と同様に図

形の領域に課題が見られた。また、数

量関係においても、グラフの特徴を解

釈して問題解決に向かう問題において

課題が見られた。

★空間図形の位置関係に着目して考察した

り、グラフを効果的に活用したりするよう

な、問題解決的な学習を取り入れる必要が

ある。その学習の中で、生徒自身がフリー

ハンドで図や補助線を書き込んで考えるこ

とのよさを感じさせる指導が必要である。

（％）

（％）

全国平均との差のグラフ

-2 -1 0 1 2

H26

H25

（％）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

岡山県

総社市

正答率 誤答率 無回答率

正答率（全国比）



11111111

25.8

40.4

29.8

37.0

43.3

41.2

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

H24 H25 H26

割

合

予習 復習

35.1

40.1

42.9

52.3

54.7
55.6

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

H24 H25 H26

割

合

予習 復習

小学校６年生 中学校３年生

児童生徒の生活実態

平成平成平成平成26262626年度全国学力・学習状況調査年度全国学力・学習状況調査年度全国学力・学習状況調査年度全国学力・学習状況調査

結果報告結果報告結果報告結果報告 ～児童生徒質問紙～～児童生徒質問紙～～児童生徒質問紙～～児童生徒質問紙～

１ 自分にはよいところ

がある

２ 先生はあなたのよい

ところを認めてくれ

ている

自分自分自分自分にににに関関関関するするするする項目項目項目項目

家庭家庭家庭家庭にににに関関関関するするするする項目項目項目項目

学校生活学校生活学校生活学校生活にににに関関関関するするするする項目項目項目項目

４ 朝ご飯

毎日朝食を食べている（％）

５ 家庭学習時間 （平日）

６ 家で授業の予習・復習

総社市 岡山県 全国

87.8 87.9 88.1

総社市 岡山県 全国

85.3 83.6 83.8

３ 友達に伝えたいことを

うまく伝えることがで

きる

35.9

40.8

46.8

43.8

42.1

41.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

総社市

当てはまる どちらかというと当てはまる どちらかというと当てはまらない 当てはまらない

26.2

31

34.6

47.9

46.8

48.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

総社市

当てはまる どちらかというと当てはまる どちらかというと当てはまらない 当てはまらない

35.0

37.0

43.3

41.1

40.0

38.4

16.7

15.9

14.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

総社市

当てはまる どちらかというと当てはまる どちらかというと当てはまらない 当てはまらない 無回答

24.3

27.6

28.3

42.8

42.6

46

23.3

21.2

19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

岡山県

総社市

当てはまる どちらかというと当てはまる どちらかというと当てはまらない 当てはまらない 無回答

27.3

28.6

31.5

47.5

46.2

43.6

20.6

20.4

20.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

総社市

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

無回答

20.4

24.9

22.3

48.9

47.2

48

26.6

23.2

24.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

総社市

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

無回答

11.2

9.9

7.3

14.6

15.3

15

36.2

39.8

46.6

25.2

24.8

26

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

総社市

３時間以上 ２～３時間 １～２時間 0.5～１時間 ３０分より少ない 全くしない

10.4

6.4

3.4

24.7

18.1

12.9

32.8

34.3

32.2

17.3

21

26.9

9

12.8

17.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

総社市

３時間以上 ２～３時間 １～２時間 0.5～１時間 ３０分より少ない 全くしない

予習・復習を「している」「どちらかといえばしている」児童生徒の割合（％）

★「だれもが行きたくなる学校づくり」のプログラムにより、小・中共に自尊感情が高く、

教師と児童生徒の人間関係が良好で、教師によるサポートがうまくいっていると考えられ

る。中学校においては、自己表現能力の向上を目指し、ＳＥＬや協同学習の取組を更に充実

させる必要がある。

★自尊感情・自己肯定感が高くなっている。家庭学習の時間と取組方法に課題がある。

７ 学校は楽しい

中学校３年生小学校６年生

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

Ｈ25 Ｈ26

割

合

総社市（小６） 全国(小６)

総社市（中３） 全国（中３）

８ 学校の決まりを守る

39.9

43.3

44.5

50.6

47.8

47.1

8.2

7.5

7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

総社市

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

無回答

55.6

58.3

67.8

37.4

34.3

28.8

5.5

5.6

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

総社市

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

無回答

★中学校における家庭学習の時間の確保が課題であり、学校から

の課題の出し方を工夫し、予習・復習の習慣化を図る必要があ

る。

Ｈ２６の全国比

小学校 予習 －0.３ Ｐ

復習 ＋1.6 Ｐ

中学校 予習 －4.4 Ｐ

復習 －9.2 Ｐ

「そう思う」「どちらかといえばそう思

う」児童生徒の割合（％）

小学校６年生 中学校３年生

★「だれもが行きたくなる学校づくり」の取組により、学校

の居場所づくりが図られるとともに、規範意識が高まった。

（％）

全国比 小学校 ＋5.3 P 

中学校 ＋7.2 P

全国比 小学校 ＋8.7 P 

中学校 ＋9.0 P
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11 めあての提示

12 振り返りの実施

13 授業中の話合い活動

(1) (1) (1) (1) 実施状況実施状況実施状況実施状況

(2) (2) (2) (2) 自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを深深深深めたりめたりめたりめたり

広広広広げたりできているげたりできているげたりできているげたりできている

児童生徒の生活実態

平成平成平成平成26262626年度全国学力・学習状況調査年度全国学力・学習状況調査年度全国学力・学習状況調査年度全国学力・学習状況調査

結果報告結果報告結果報告結果報告 ～児童生徒質問紙～～児童生徒質問紙～～児童生徒質問紙～～児童生徒質問紙～

９ いじめはどんな理由

があってもいけない

ことと思う

10 人の役に立つ人間に

なりたいと思う

50.9

64.8

65.4

31.1

23

23.4

13.8

9

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

総社市

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

無回答

32.9

37.4

50.2

38.6

37.8

34.6

21.5

18.4

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

総社市

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

無回答

15.6

14.1

15.4

37.7

36.7

38.5

34.6

35.7

35.1

11.6

13.1

10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

総社市

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

無回答

47.3

49.1

54.6

37.6

36.3

34.1

12.5

11.9

9.9

2.4

2.5

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

総社市

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

無回答

31.3

33.2

48.9

44

42.1

40.6

19.9

19.7

8.4

4.6

4.8

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

総社市

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

無回答

22.7

24

26

43.2

42.3

46.6

26.6

25.9

24.2

7.4

7.6

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

総社市

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

無回答

16.9

17.8

21.2

45

44.2

47.6

29.2

28.7

25.2

8.6

9

5.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

総社市

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

無回答

小学校６年生 中学校３年生

★児童生徒の互いを認め合い・支え合う気持ちが育つとともに、規範意識や向上心が高まってきている。

総社市総社市総社市総社市 岡山県 全国

85.885.885.885.8 82.2 82.1 

総社市総社市総社市総社市 岡山県 全国

74.8 74.8 74.8 74.8 74.3 72.1 

全国比

＋3.7 Ｐ

「そう思う」児童生徒の割合（％）

全国比

＋2.7 Ｐ

総社市総社市総社市総社市 岡山県 全国

74.874.874.874.8 73.2 72.0 

総社市 岡山県 全国

77.0 77.0 77.0 77.0 74.6 72.8 

全国比

＋2.8 Ｐ

全国比

＋4.2 Ｐ

★ピア・サポート等の取組により、支えられることの喜びと支え

ることのやりがいを感じられるようになり、認め合い・支え合う

気持ちが育成されつつある。

70.2

74.8
75.5

77.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

Ｈ２５ Ｈ２６

割

合

小学校 中学校

教科教科教科教科にににに関関関関するするするする項目項目項目項目

小学校６年生 中学校３年生

全国比

小学校 ＋ 6.8 Ｐ

中学校 ＋13.3 Ｐ

全国比

小学校 ＋ 8.7 Ｐ

中学校 ＋ 0.6 Ｐ

34.5

42.5

45.6

37.4

35.4

35

20.8

16.1

14.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

総社市

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

無回答

全国比

小学校 ＋ 7.3 Ｐ

中学校 ＋17.6 Ｐ

全国比

小学校 ＋ 3.3 Ｐ

中学校 ＋ 4.3 Ｐ

68.1

65.4

44.8

62.7

68.2

17.8

50.2

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

割

合

小６ 中１ 中3

52.9

44.5

35.3

48.7

52.6

5.9

15.4

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

Ｈ２４Ｈ２５Ｈ２６

割

合

小６ 中１ 中3

★協同学習の取組により、授業中の話合い活動が充実し、自分の

考えを深めたり広げたりすることができるようになり、小・中学

校のＢ問題の正答率の向上につながっていると考えられる。

めあて

学校生活学校生活学校生活学校生活にににに関関関関するするするする項目項目項目項目

振り返り

（％）

（％）

（％）

★「めあての提示・振り返りの実施」については、平成25年度は

学校抽出による新規の質問項目であり、中学校１年生対象の岡山

県学力・学習状況調査の生徒質問紙にもある。県調査においての

経年変化を見ると「当てはまる」の回答率が上昇し、子どもたち

がめあてを持って学習に臨む習慣が定着しつつあることや、まと

めだけでなく振り返る時間が確保され、子ども自身がその時間に

学習したことを次時に生かせるよう工夫がなされつつある。しか

し、中学校は低い数値となっており、中学校において本時のねら

いを生徒につかませて授業を実施することや振り返りの時間を確

保することが十分にできていないことは課題である。
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輝きプランの数値目標の達成状況

１１１１ 自尊感情自尊感情自尊感情自尊感情にににに関関関関するするするする項目項目項目項目

肯定的な回答80％以上

を目指す

２２２２ 規範意識規範意識規範意識規範意識にににに関関関関するするするする項目項目項目項目

平成26年度全国学力・学習状況調査の結果から （児童生徒質問紙の肯定的な回答の割合と全国比）

３３３３ 意欲意欲意欲意欲・・・・忍耐力忍耐力忍耐力忍耐力にににに関関関関するするするする

項目項目項目項目

４４４４ 将来将来将来将来のののの夢夢夢夢やややや目標目標目標目標にににに関関関関すすすす

るるるる項目項目項目項目

肯定的な回答90％以上

を目指す

肯定的な回答90％以上

を目指す

肯定的な回答80％以上

を目指す

①「自分にはよいところがあると思うか」

小学校 81.7％（全国比＋5.3） 中学校 74.3％（全国比＋7.2）

②「学校に行くのは楽しいと思うか」

小学校 88.4％（全国比＋1.8） 中学校 83.4％（全国比＋1.9）

③「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思うか」

小学校 88.4％（全国比＋8.7） 中学校 83.4％（全国比＋9.0）

④「学校のきまりを守っているか」

小学校 91.6％（全国比＋1.1） 中学校 96.6％（全国比＋3.6）

⑤「人の気持ちが分かる人間になりたいか」

小学校 94.5％（全国比＋0.1） 中学校 96.4％（全国比＋1.1）

★①については、小学校は年々上昇し現時点で達成しているが、中学校はH24の72.7％から

は上昇し、全国を大きく上回っているが、達成には至っていない。

②③共に、小・中学校共に現時点で達成し、全国を上回っている。

★④⑤については、小・中学校共に現時点で達成しており、中学校の方が高い数値となっている。

学校質問紙では、中学校は100％となっているが、そのうち「どちらかといえば当ては

まる」は50％である。小学校において、学校間の意識の差があり、授業規律の徹底が必

要である。

⑥「難しいことでも失敗を恐れないで挑戦しているか」

小学校 78.2％（全国比＋3.1） 中学校 67.3％（全国比－0.7）

⑦「文章やわけを書く問題に最後まで解答を書こうと努力したか」

小学校 国語 80.4％（全国比＋4.3） 中学校 国語 67.2％（全国比－3.2）

算数 83.0％（全国比＋3.3） 数学 56.0％（全国比－1.7）

★⑥の目標達成率は、小学校74.8％、中学校86.8％で小中共に達成に至っていない。

⑦についても、小中共に達成に至っていない。

間違いを恐れず解答したり、粘り強く考えたりできるよう、多様な考え方や解き方を認

める指導や授業の工夫を行う必要がある。特に中学校で、解答を書かなかったり、途中

であきらめた問題がある生徒の割合を減らしていくことが必要である。

⑧「将来の夢や目標を持っているか」

小学校 87.5％（全国比＋0.8） 中学校 68.4％（全国比－3.0）

⑨「人の役に立つ人間になりたいと思うか」

小学校 95.3％（全国比＋1.3） 中学校 94.6％（全国比＋0.6）

★⑧では、小学校は現時点で達成しているが、中学校の目標達成率は85.5％であり、長期

・短期的な目標を持たせ、それに向かって努力をする姿勢を育てていく必要がある。

⑨では、小・中共に現時点で達成しており、自尊感情（自己肯定感や自己有用感等）の

高まりにより、この項目が高くなっていると考えられる。これを夢や目標につながるよ

う指導する必要がある。

【参考】学校質問紙から

◎「授業中の私語が少なく、落ち着いていると思うか」

小学校 86.6％（全国比－3.1） 中学校 100％（全国比＋7.9）

◎「児童生徒は礼儀正しいと思うか」

小学校 80.0％（全国比－7.6） 中学校 100％（全国比＋10.0）
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1 正答率

2 推移

①標準スコア

（H24～H26）

岡山県比 ＋0.7 P

岡山県比 ＋４ P  を

目指す

②正答率40％以下の

生徒の割合

（H24～H26）

3 プランの達成率

３年間の標準スコアによる推移と岡山県平均との差のグラフ

平均正答率

正答率40％以下の割合の推移とグラフ

H26 21.2％

１5％以下を目指す

★「４教科の平均正答率 県内NO.１」という目標については、H26は15市の中で第３位であり、

現時点では達成に至っていない。

★「正答率40％以下の児童生徒の割合10％以下」という目標については、達成率87.6％と目標

にはほど遠い状態である。Ｈ24の数学の正答率を見てみると、基礎76.4％、活用41.8％であっ

たのに対し、Ｈ26は基礎60.6％、活用53.4％と基礎の問題の正答率が下がり、活用の問題の正

答率が上がるといった状況にある。このことから、小学校６年間に学習する基礎的・基本的な

内容に繰り返し当たり、定着を図ることが、目標達成の鍵となると考える。

輝きプランの数値目標の達成状況

平成26年度岡山県学力・学習状況調査の結果から

総社市総社市総社市総社市 岡山県 県比

国国国国 語語語語 68.0 68.0 68.0 68.0 67.4 ＋0.6P

社社社社 会会会会 54.7 54.7 54.7 54.7 53.9 ＋0.8P

数数数数 学学学学 59.1 59.1 59.1 59.1 57.7 ＋1.4P

理理理理 科科科科 52.6 52.6 52.6 52.6 52.4 ＋0.2P

４４４４教科平均教科平均教科平均教科平均 58.6 58.6 58.6 58.6 57.9 ＋0.7P

Ｈ24 Ｈ25 ＨＨＨＨ26262626

国国国国 語語語語 5.2 16.3 10.7 10.7 10.7 10.7 

社社社社 会会会会 16.8 14.4 24.4 24.4 24.4 24.4 

数数数数 学学学学 11.6 45.6 22.9 22.9 22.9 22.9 

理理理理 科科科科 17.1 47.6 26.6 26.6 26.6 26.6 

４４４４教科平均教科平均教科平均教科平均 12.7 31.0 21.2 21.2 21.2 21.2 

0.0

10.0

20.0

30.0

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

※標準スコア

県平均(正答率)

を50とした相対

的位置を示した

スコア

国語 社会 数学 理科

★４教科全てにお

いて、岡山県の平

均正答率を上回っ

たが、Ｈ24の総社

市の４教科平均正

答率65.065.065.065.0％％％％（岡山

県比＋2.9P）には

及んでいない。

★総社市が小学校６年生の２学期に実施している総社市標準学

力調査の結果を活用し、定着していない単元や内容を３学期に

復習する時間を取る必要がある。

46.0  

48.0  

50.0  

52.0  

54.0  

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

46.0  

48.0  

50.0  

52.0  

54.0  

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

46.0  

48.0  

50.0  

52.0  

54.0  

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

46.0  

48.0  

50.0  

52.0  

54.0  

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

★４教科平均におけるＨ26の正答率40％以下の生徒の割合は、H24と比較して8.5％も増加し

ている。問題の難易度が関係するが、標準スコアと併せて見ても課題であり、下位層を減ら

すことは重要である。そのためには、特に基礎・基本の定着に力点を置いた指導を徹底して

行う必要がある。言語や計算のドリル学習を繰り返し行うだけでなく、社会や理科の既習事

項の知識・理解を確認する宿題や単元テスト等を定期的に行う必要がある。

（％）
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　レーダーチャート

3.0

3.5

4.0

4.5

生活満足感

教師サポート

友人サポ―ト

非侵害的関係

向社会的行動

学習的適応

前期 後期

輝きプランの数値目標の達成状況

1 学校適応感尺

度（アセス）

２ 一人当たりの総欠席日数

４ プランの達成率

★小学校では、平成24年度に増加していた総欠席日数が、平成25年度には減少に転じた。

中学校では逆に増加しており、平成26年度も１学期の欠席状況は改善されていないため、校

長会等で状況を伝え、２学期以降に備えて夏休みに手立てを講じている。

学年 H25 H24 H23 H22

小学校第３学年～

中学校第３学年

3.78 3.793.793.793.79 3.703.703.703.70 3.673.673.673.67

学年 H25 H24 H23 H22 H21

小学校 2.89 3333.30.30.30.30 2.932.932.932.93 2.912.912.912.91 2.992.992.992.99

中学校 5.98 4444.98.98.98.98 5.685.685.685.68 5.945.945.945.94 6.546.546.546.54

学年 H25 H24 H23 H22 H21

小学校

（全国比）

0.43

(+0.07P)

0.45

(+0.14P)

0.55

(+0.22P)

0.45

(+0.13P)

0.32

（ 0P）

中学校

（全国比）

1.95

(-0.74P)

2.31

(-0.25P)

3.04

(+0.4P)

3.63

(+0.89P)

3.17

(+0.4P)

平成25年度 問題行動調査等の結果から

測定平均値（Ｍ）

４.０Ｐ を目指す

３ 不登校出現率

小学校小学校小学校小学校 0.30.30.30.3％％％％

中学校中学校中学校中学校 1.71.71.71.7％％％％ をををを

目指目指目指目指すすすす

★同年度の前期と後期を比較すると、後期では学習的適応が下がる傾向があるため、学習的

適応を向上させる手立てを考える必要がある。

★友人サポートや非侵害的関係が向上していることは評価できる。中学校区全体で幼小中が

連携し、ピア・サポート活動を実施したり、学校全体で、協同学習に取り組んだりしている

ことの成果であると考える。

★「学校適応感尺度の測定平均値4.0Pを目指す」

という目標については、現時点の達成率は94.5％

であり、学習的適応が課題である。

★「不登校出現率 小学校0.3％、中学校1.7％」

という目標については、小学校で全国との差が縮

まってきたが、達成には至っていない。中学校で

は、平成25年度末は14年ぶりに２％を下回ったが、

今後楽観視はできず、目標達成に向けて未然防止

と早期対応の取組が重要と考える。

0000

0.50.50.50.5

1111

1.51.51.51.5

2222

2.52.52.52.5

3333

3.53.53.53.5

4444

H12H12H12H12 H13H13H13H13 H14H14H14H14 H15H15H15H15 H16H16H16H16 H17H17H17H17 H18H18H18H18 H19H19H19H19 H20H20H20H20 H21H21H21H21 H22H22H22H22 H23H23H23H23 H24H24H24H24 H25H25H25H25

小（総社）小（総社）小（総社）小（総社） 小（全国）小（全国）小（全国）小（全国） 中（総社）中（総社）中（総社）中（総社） 中（全国）中（全国）中（全国）中（全国）

小学校小学校小学校小学校 2.82.82.82.8日日日日

中学校中学校中学校中学校 4.54.54.54.5日日日日 をををを

目指目指目指目指すすすす

不登校出現率の経年推移グラフ

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

H24前 H24後 H25前 H25後

生活満足感

教師サポート

友人サポ―ト

非侵害的関係

向社会的行動

学習的適応

小小小小0.43

中中中中1.95

（％）
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しかし、学校がこれらの活動を行っていると考えていても、めあてとまとめが示されたと受け取っ

ていない児童生徒が存在し、特に中学校でその割合が大きいこと、振り返りが十分できていないこと

が課題である。また、小・中学校共に記述式の問題や書く能力を測る問題の正答率は依然低いままで

あるので、書く機会を確保するだけでなく、その内容まで踏み込んだ指導が必要である。児童生徒が

自分の考えや分かったことを文章化するようなまとめと、めあてに対して自分自身はどう取り組んだ

かを実感できるよう振り返りの場を授業に位置付けることが重要であると考える。

また、小中共に１単位時間の中で何が分かり何を復習すべきか、次時に向けて何を予習しておくべ

きかを子ども自身が把握できるよう、振り返りの工夫をすることも急務である。これにより、宿題を

こなすだけでなく、自主的に家庭で予習したり、復習したりすることにつながり、家庭学習の時間が

確保され、知識・理解の定着は図られると考える。

いずれにしても、家庭学習においては、家庭との協働体制が構築できていることが大きな効果を生

むことになるため、どのように家庭と連携を図るかも大きな課題の一つである。

２ プランの取組状況から

１年目終了時点の成果と課題

1 学力・学習状況調査結果から

学校別の正答率と児童生徒質問紙との関連を見ると、見通しを持ち振り返る活動や協同学習等の話

合い活動を積極的に実施した学校ほど平均正答率が高い傾向が見られた。協同学習において、思考役

割・感情の交流を積み重ねたこと、まとめと振り返りを意識して行ったことにより、学習し学んだこ

とを子ども自身が言葉にし、ノートにまとめる作業を毎時間繰り返すことにつながり、記述式の問題

の正答率のアップや無回答率の減少、活用力の向上につながったと考える。

(1)言語活動を重視した分かる授業づくり言語活動を重視した分かる授業づくり言語活動を重視した分かる授業づくり言語活動を重視した分かる授業づくり

取組 状況等

①「学力・学習状況改善プ

ラン」を作成し、分かる

授業づくりを学校全体で

推進

各学校は、学力・学習状況改善プランを作成し、中学校区で評価

・検証・改善を実施している。

市教委による学力に課題のある学校への支援及び指導方法の提案

を継続して行う。

②学習環境の整備とＩＣＴ

の効果的な活用等による

学習意欲の向上

市教委は、平成26年７月までに中学校全教室にエアコンを整備し

た。平成26年10月までに小学校のＩＣＴ機器を新しく整備する。

今後は、各学校において、多様化する児童生徒に応じたユニバー

サルな授業の工夫を推進するよう、市教委が学校訪問をしていく。

③授業研究の充実 指導教諭による公開授業やだれもが行きたくなる学校づくりのサ

テライト研修等により、校内研究の活性化と幼小中の校種を越えた

授業研究が進んでいる。

④若手教員の指導力向上の

ための研修の充実

平成26年度は７月と10月の２回実施した。総社市の小中の授業の

スタンダード化に向けて、授業のめあてと振り返り、授業規律の確

立のための手法等を研修した。併せてＯＪＴを活性化させるために

相談し合える同僚性の構築に向けた研修も実施した。

★定期的・組織的な既習事項の確認による基礎・基本の定着

★見通しを持ち振り返る活動や協同学習の充実

★家庭との協働による家庭学習の活性化

それが、正答率40％以下の児童生徒の割合を、全国調査は15％・県調査は10％以下」という輝きプ

ランの目標値の達成にもつながると考える。

小学校の国語Ｂで全国を上回った。輝きプランにより言語活動の充実が図られつつあり、算数・数

学を含め、Ｂ問題の正答率の伸びは評価できる。しかし、Ａ問題においては、国語・算数共に全国を

下回る結果となった。基礎・基本の定着を図ることは、活用力を伸ばすためにもとても重要である。

そのため、今後は特に基礎・基本の定着に力点を置いた指導を徹底して行う必要がある。言語事項や

数と計算のドリル学習を繰り返し行うことだけでなく、既習事項の知識・理解を確認する宿題や単元

テスト等を定期的に行うなどの取組を学校全体で統一し、組織的に実施する必要がある。
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１年目終了時点の成果と課題

(2) だれもが行きたくなる学校づくり

取組 状況等

①協同学習 各学校は、協同学習を取り入れな

がら、各教科の何を身に付けさせて

いくか「めあて」を明確にした授業

を実践している。

協同して自分の考えを説明したり

書いたりする学習活動を単元や領域

の中で意図的、計画的に取り入れる

よう実践を積み重ねている。

②ピア・サポート 各学校は、多様なサポート活動の

実践により、リーダーシップ、思い

やりの心、感謝する心、支え合う力

等を育んでいる。

児童生徒は、自己有用感や規範意

識等を高める活動を行うことにより、

学習意欲や忍耐力の向上と自分らし

い生き方を追求する力等を育成して

いる。

③ＳＥＬ

（社会性と情動の学習）

各学校は、８～10単位時間程度の

ＳＥＬによりコミュニケーションス

キルの向上を図っている。

中学校においては、ＳＥＬによる

情報モラル教育の実践的研究を行っ

ている。

④品格教育 各学校園は、月テーマに係る道徳

の授業を実施し、よい習慣と規範意

識の定着を図っている。毎月、園児・

児童生徒が月テーマに関する自己目

標を立て、その振り返りを行ってい

る。引き続き、家庭・地域に品格教

育の取組への協力を要請し、連携を

強化していく。

⑤教員研修 市教委は、平成25年度は年18回の研修を実施した。市内全幼稚園及

び小・中学校の教職員は、年に６時

間から30時間程度の研修を受けた。

延べ 1,906人の教員等が研修に参加

した。

研究授業を通して行うサテライト

研修や教職員自身が必要に応じて講

座を選ぶアラカルト研修（全員研修）

を実施しており、より一層実践的、

主体的な研修が展開されている。

★小中連携・小小連携が着実に進んでいる。だれもが行きたくなる学校づくりの取組内容

を学校の実態に合わせ、更に意味あるものに深化させる。
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１年目終了時点の成果と課題

(3) 家庭・地域との協働体制づくり

取組 状況等

①学びサポートチーム 市教委は、きめ細かな指導の充実を図るため、学校力向上教員加配

事業により市費による生徒指導員、別室登校指導員、ＳＣＣ補助員、

講師（授業改革・教科指導・日本語指導）等を配置している。

②多様な子どもへの支援 市教委は、特別な支援を要する子どもの教育的ニーズに応じるため

学校力向上教員加配事業により市費による特別支援教育支援員、特別

支援教育支援補助員を配置している。

個別の教育支援計画等を引き継ぐ体制を確立し、保幼小中の連携を

強化することが今後の課題である。

③学習習慣の定着 授業規律・しつけの徹底と学習習慣の定着に向け、課題の出し方や

課題のチェック方法を校内で統一する学校が増えている。市内全校に

おいて実施できるよう推進することや家庭学習を促進する教材の研究

開発をすることが課題である。また、放課後の学習サポート等の補充

学習が進んでおり、各学校は学習習慣の定着に向けて工夫している。

市教委は、放課後等の学習をサポートするための人員配置を行って

いる。

④地域人材の活用 地域の人材を活用した学習支援ボランティアを活用する学校が増加

している。また、大学や高等学校とも連携をして、長期休業中などに

学習支援を実施するような学校も増加している。

市教委は、学校支援ボランティアや雪舟スクールサポーターへの登

録を呼び掛けている。

⑤家庭・地域への情報公

開

各学校は、学力調査の分析と課題の公表をし、家庭・地域と共通理

解を図っているが、学校間の取組に差があることが課題である。

市教委は、いじめ問題等協議会やホームページ等を有効に活用し、

総社市全体の取組を公開することにより、家庭・地域との協働体制の

充実を図っている。

★三つのアプローチによる取組状況は順調であるが、それぞれに課題があり、取組状況に

学校間の差があるため、３年目に向けて市教委も各学校も状況把握に努めながら、不十分

な点を改善していく必要がある。また、市教委は、家庭学習の充実を目指して、家庭と学

校が連携できるような仕掛けを考える必要がある。

★小中連携・小小連携が着実に進んでいる。だれもが行きたくなる学校づくりの取組内容

を学校の実態に合わせ、更に意味あるものに深化させる。
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て、一人一人の児童に応じた支援を早期から実施できるようになってきたこともある。低学年から学

習習慣の定着を図るため、学校全体で統一したものを教員が意識するようになったことと、基礎的・

基本的な既習事項を振り返る取組を系統的に入れたことも要因の一つであろう。

さらに、中学校教員による乗り入れ授業の実施や高等学校と連携した長期休業中の学習支援もＡ小

学校の取組の特徴である。

Ａ小学校は、大規模校であるにもかかわらず１年間の

伸びは顕著である。

学校の取組によると、その土台には、落ち着いた学習

環境が保障されていたことが挙げられる。同児童集団は、

小学校６年生時までは落ち着いて学習できていなかった

が、６年生になり改善された。ピア・サポート活動等に

より、最上級生としてのプライドと中学校へのあこがれ

の意識から学習意欲の向上につながったと考えられる。

また、幼小連携が進み、小１プロブレムの解消に向け

４ 今後の方向性

１年目終了時点の成果と課題

３ 成果を上げた学校

の取組から

★★★★学校全体学校全体学校全体学校全体でででで落落落落ちちちち着着着着いたいたいたいた学習環境学習環境学習環境学習環境のののの整備整備整備整備・・・・保障保障保障保障をををを！！！！

★★★★教員教員教員教員もももも児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒もももも共共共共ににににＰＤＣＡＰＤＣＡＰＤＣＡＰＤＣＡをををを着実着実着実着実にににに！！！！

ＡＡＡＡ小小小小　　　　国語国語国語国語
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※H25小学校６年時の全国学力・学習状況調査の国

語と、同生徒がH26中学校１年時の岡山県学力・学

習状況調査の国語の正答率の分布を比較

★小学校低学年からの学習習慣の定着と進路の保障を意識した指導を！★小学校低学年からの学習習慣の定着と進路の保障を意識した指導を！★小学校低学年からの学習習慣の定着と進路の保障を意識した指導を！★小学校低学年からの学習習慣の定着と進路の保障を意識した指導を！

ＡＡＡＡ小学校小学校小学校小学校

ＢＢＢＢ中学校中学校中学校中学校

Ｂ中学校では、中学校入学当初から落ち着きにくかっ

た１年生に対し、基礎・基本を定着させ自信を付けさせ

るため、定期テスト前や長期休業中を中心に生徒自身の

希望による個別指導を実施した。家庭学習用の課題を

使って行うことにより、課題の取り組み方を学ぶきっか

けとなった。相乗効果として、課題の提出率も向上した。

また、協同学習の取組等により、生徒同士や教師と生

徒との人間関係づくりがなされ、問題行動が減少したこ

とも要因の一つであると考える。学力向上を図る上で、

自分が認められていることを実感できる学級・学校風土

は不可欠であると考える。

※Ｈ25中学校１年時の岡山県学力・学習状況調査の数学と、同生徒がH26中学校２年時

の総社市標準学力調査の数学の正答率の分布を比較

ＢＢＢＢ中中中中　　　　数学数学数学数学
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三つのアプローチにより、幼小中の連携が進んできている。また、市教委による学校一括交

付金「きらめき交付金」の有効活用が進み、中学校区ごとにスタンダード化が図られつつある。

一方で、三つのアプローチによる取組状況は順調であるが、学校間の差が大きいことから、市

教委も各学校も状況把握に努めながら、差が縮まるよう連携していく必要がある。

また、生徒指導と学習指導は、学力向上の両輪であり、教師と生徒の信頼関係を構築しつつ、

児童生徒が集団としての力をよい方向に発揮できるような学級・学校づくりの中で、落ち着い

た当たり前の学習活動を進めていくことが最も重要と考える。

さらに、今後特に重要視すべきことは、小学校低学年から家庭と連携して学習習慣の定着を

図ることと、中学校だけでなく小学校でも進路を保障するといった出口を意識した指導をスパ

イラルで進めることであると考える。キャリア教育の一層の充実が必要である。

これらを、各学校や中学校区で一体となって取り組んでいきたい。

総社市平均正答率 小学６：56.3 ⇒ 中学１：68.5

総社市平均正答率 1年生：44.0 ⇒ ２年生：57.3


